
はじめに

学校経営研究にj泣ける

「認、織枠組」について

まず本稿の表題の意味と意義についてのベる。

1. 学校経営研究について

筑 波 大 学 朴 聖雨

筆者は先iζ本誌第 3巻(昭如 53年 3)~ liJ)所載の「学校経営理論のあり万とその方法論J
注(1)

において， I学校経営研究の基台を「科学としての学校経営学J~乙措定した。科学としての学

校経営学の課業は， I学校や学校の経営事象を対象とし，その本質，構造，機能，過程にかか

わる諸変数およびその相互作用，交終関係を支える一般的経済を抽出，発見，体系化することJ
主主(2)

であり，その中身は， I学校および学校経営事象iζ関する整合性ある説明を可能にする知識体
注(3)

系Jであるとした。
注(4)

乙のような f知識体系」の基本素子は「学校経営理論」である。したがって「学校経営研究」

がめざす究極の指標は学校および学校経営事系に関する整合性ある説明を可能にする。 I学校

経営j理論の形成jであるといえよう。

以上のような立場からして，本稿の表題である「学校経営研究」とは「科学としての学校経

営学の基本課業である学校経営盟論形成活動」ということになる。ちなみに学校経営理論の4寺

質としては，

(1) 学校経営事象の諸側面の本質，要因，関係などを説明する「説明体系jである。

(2) 学校経営事象iζ関する概念，命題などに支えられ定式化された演緯的に連結された「立

言体系jである。

(3) 呉体的な学校経営事象の諸側面や過程から他出された「抽象的知識体系」

(4) 学校経営事象を支える泣ポIJを演緯することになる「前提や命題の集合」である。

(5) より完全で新たな説明原出の出現によって交替される可能性を秘めた蓋然性の高い「仮

定Jである。

(6) 学校経営理論の叙述形成は Iwhat is ? J型，もしくは rlf ... ...then J型である。
i主(5)

等かあげられるとされる。

なお第 3巻では言及しなかった「学校経営研究Jの別の側面について補足しておきたい。学

校経営研究が， r科学としての学校経営学Jを基台に学校経営理論形成をめざして行なわれる
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というばあい，単に学校経営事象からの一般的理法の抽象，集約というかたちの IJ二向的概念、

化jのみが立車111で、あるとは必ずしも言えない。学校経営研究のまた占つの側面は，得られた仮

説，あるいは，既有のJm論を実践現j誌において適用，あるいは実験し，それによって仮説やJlI'

論を検証，精練して行く「下向的精線化jである。これらの作業がーつの円環系として約十I1J，

FJ(i]柊されながら，一元化して行くばあい。望ましい「学校経営1i:l+究jが成り立つであろうと考

えられる。

このような IJ理論形成」と「適用実験Jの円環系が成立し 11]広く{長透すれば「則論j と「実

践」の翠離や「理論不信Jの風潮が.あとをたつものと考えられよう。

2. I認識枠組」について

ただ，ここで留意すべきことは「学校経営」という力動的で，刻々と変化するすぐれて実

践的な教育経営事象は，学校経営理論が簡単にtl11象，集約されるほど単純かっ透明な事象では

あり得ないということである。複雑でこみ入った学校経営事象をどのようにとらえ分析し，全

体を頁ぬく理法を，理論としてとり出すか。そして複雑で交錯した事象のどの点にどのような

視角を据えるかというはあい，そこには学校経営事象を対象として分析，考察する(視角J， 

あるいは， I視座」の問題が生じて来る。

表題lζ見られる「認織i114L組jは，学校経営研究の基本作業である学校経営事象を分析，考察

する「視座」を想定した用語である。

ゲシュタノレト心理学でプレグナンツの法則を説明するi擦にm0¥られる知党実験用の絵がある。

一枚の絵が見方によって盃にも，頭をつきあわせるこ人の人間の顔にも見える。このば、あい，

どの部分に先に般をつけるかによって)心像，知覚が異なって来る。一枚の同じ絵から全く異

なる「ものjを見い出せるように，同じ研究対象としての学校経営事象から，視座のm違で

全く異なる認、織や心像をひき出し 異なる結論を形成するにいたる乙とが考えられる。 研究対

象としての学校経営事象とその分析や総合によってj型論や知識体系として集約，務rR}，体系化

して行く手続の間に人間主体の「視座」が介在し，その視座の如何が， J望論や知識体系の如

何を決定づけることになる。そのばあいの「視座Jを 1-認織枠組」として指称することにする。
(.1(6) 

そして，学校経営研究の中心的課題である学校経営j翠論形成の過程において「認織枠組Jはし 1

かに位置づくか，どのような「はたらき」をなすかを中心に論議をすすめて見たい。

3. 本稿の内容

最初に，今日学校や学校経営の当面課題としてとりあげられている「活性イヒ」や f教育力の

再生Jなどの対応としての基本的なアプローチを示す。学校経営研究の[1]心課題である学校経

営理論形成が学校経営の実際や実践からかけ離れているのではなく，むしろ実践の支えとして

欠かせない乙とのしくみをあらかじめ示すためである。ついで，学校経営i望論形成過程を概観
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し，その過杭における「認織枠組jの位置をたしかめる。そこから「認織枠組Jの意味， 1は

たらきJ，1しくみJ等を主に，拙著「教育経営の理論J( 1984 )をふまえながら論議する。

1 .学校経営に関する「研究jの筋道と「実践」の筋道

1. 学校経営研究におけるこつのアプローチ

本節では，学校経常「研究Jと学校経営「実践Jが一連の杵l:flHu守なP:J1崇系列をなしているこ

とをとりあげ，学校経営 1-研究Jが学校経営「実践JIζ不可欠である乙とをたしかめたい。

学校や学校経包'の li6'性イヒj や「教育力の j~}!lミ j 等のスローガ、ンが近来，学校現場を中心iζ

頻繁に提唱されている。 f活性化jは，学校教育機能が沈滞あるいは低下し，さまざまな教育問

題がひきお乙される乙とへの懸念や危機意識を現場内外の教育関係者が感じとり，学校本来の

教育機能を再生，回復， もしくは再構築すべきだとする志向，あるいは万略 (strategy)を

意味する表現である。したがって「活性化Jは 学校に根づく問題事象を根本的に除去，克JJ1~

するという課業と学校に本来，託された教育の機能や役割，すなわち「教育力」を再生させ，

学校iζ生起する諸問題や課題の解決に向けてその教育力を最大I~L~ (ζ発揮するという課業をさす

ものといえよう。

ところで， ζのような学校や学校経営の「活性化Jおよび「教育力Jの稼動は，学校経営行

為のipllJとなる継続的，力動的課業といえる。そして，乙れらの課業の実践には，およそ二つの

アプローチが求められるものと考えられるが，乙のアプローチのそれぞれは相補，統合が必要

とされる。

その一つは， 1病理学的アプローチ (physiological approach) Jであり，他の一つは

「臨床的アプローチ(clinical approach ) Jと名付けることができる。前者は，学校におけ

る問題事象生起の因果関係や理論を学校全体の「う乙き(動態)J， 1しくみ(構造)J， 1は

たらき(機能)Jなどの本質的，実態的解明を通じて分析，診断 解明して行くアプローチで

ある。すなわち，学校における問題事象の原因は何か，問題事象が生起する経緯やしくみは何

か，それぞれの問題事象はどのような意義を持ち 交互にどのように絡みあっているかを明ら

かにすることなどが主な作業となる。

乙のアプローチからは，問題事象生起の動因や経路と学校の指導展開過程間の「ずれ」や

「くいちがしリが明らかにされる。そして問題事象易IJ扶(てつけつ)の指導過程，問題事象の

克服，解決lζ却応する「教育力」の発揮と組織化および運用方策等の示唆が得られる。

後者の「臨床的アプローチ」は， 仁の「病flH等的アプローチJIC::よって明らかになった活性

化の度合いや学校教育力の実体，そして問題構造に対する知見をもとに刻々と生起する学校の

諮問題や課題lζ対処し fqN決をすすめる，主として現場の教職員の実践行為である。ただし，

乙のばあいの実践的行為は単に「臨床的アプローチJIζ終始するのみではなく，実践の過程や

筋道や分節において，絶え1mなく「病理学的アプローチjをも交互に試み，その結果lζてらし

円ノハ】



て調整と改善をはかるはたらきである。

2. 学校経営研究の望ましいあり方

しかし実際の学校現場の状況からすれば，問題状況K当面したばあい，専門的知見や技法

の不足，とりわけ業務負担の過大等から「病問学的アプローチJはそれほど徹夜されないか，

あるいはほとんど手付かずのままで， I臨床的アプローチ」がようやくというと ζろがほとん

どであろう。したがって問題事態の抜本的な根絶というよりは，問題症状の鎮静等の姑息な

11寺的対処におわるはあいも少くない。

以上は，学校経営の今日的課題として論議される lì~性化J や「教育力の高揚J について，

学校や学校組織がとり組むにあたって考えられる必要な基本的対処様式を概観したものである。

これら二つの対処様式を便宜上対日庶的類型として設定し学校経営における「研究J行為と

「実践J行為に対応させて見ることにする。

学校経営，.I研究Jとは，一般に「学校経営事象を対象とし，観察，調査，実験等を通してそ

の本質構造機能等をたしかめ，新しい知見を得る一連の科学的探究行為」であるといえ

る。また，学校経営「実践Jとは， I学校教育目的の実現を支える学校経営組織の最適化によ

る教育力の組織化および発動行為」と措定できる。となると， 仁にあげた学校経常「活性化j

のための病理学的アプローチは学校経営「研究」の範轄に含まれる探究様式であり， '-1臨床IYJ

アプローチ」は，学校経営「実践Jの文)jJjUとそう行為様式であるといえる。

問題は，研究者や専門家でない学校現場教師が行なう所諮「病理的アプローチ」が，はたし

て，真の意味の「病理的アプローチJであり，かつ，それが学校経営 f研究Jという行為とし

てフォーマルlζ認知できるかという点である。乙の点については，日本はいうまでもなくアメ
住(7)

リカ等でも様々な見解があり，定説が確立，支持されるにはいたっていない。筆者は，この問

題についてつぎのようにのべ，現場教師によるか，専門家によるかをかぎらず，その成果が学

問的な研究の成果(法þ~IJ知)にかなうものであれば「病躍的アプローチ j すなわち，学校経常

I {vf究」として成立することとした。

現場研究をオーソドックスな教育研究の脈絡に位置づけるか否かを同定する基本的準拠が「盟論Jと

「実践」との距離や志向あるいは，それらとの関連にあるという乙とである。すなわち現場研究がたとえ

ば「法則知Jの探究と開発を究極的に志向しているかどうかで現場研究が「研究Jであるか百かに分かれ

るということである。したがって現場で現場の教師によって行われる「現場研究jであっても[法則知j

学明の脈絡に位置するものであればオーソドックスな「研究Jであり得るし 大学の研究者によって行わ

れた研究であっても「研究」の準拠を満たさない限り i研究」たり得ないといえよう。注(8)

乙乙で，たしかめておきたいことがある。筆者が学校現場の活性化や教育力高揚の問題を契

機にして解決のためのアプローチの原型をとりあげ，そこから学校経営「研究j と学校経営

f実践」とを規定，対置した乙とは，決して学校経営研究と学校経営実践とを切り離して考え



ょうとしたことではない。学校経営l乙関する r-of究Jと「実践JはWi念や概念としては区分，

i認定しうるものとはし 1え，力動的で，複雑な交絡関係がからむ学校現場の実践では，決して切

り離されるものではなく， 1;1~持ì，統合され，経営実践の文!振に融合，集約されるのが望ましい

あり万なのである。

むしろ，たしかめたかった乙とは， r学校経営研究jという探究行為が決して実践とかけ離

れた抽象的次元での論議ではなく，一つの具体的な学校の，切実な問題事象の克服や教育効

果増進のために欠かせない前提的作業であるということをi切らかにしたかったのである。そし

て，また，学校経営研究という実践的学問の探究においては， r研究」と「実践」とは「あさ

なえる縄jのような交絡，中目指i関係を保つべきであることを示したかったのである。そして，

とくに，もっとも力を入れたかったことは本稿の論題である「認識枠組Jが具体的な学校の11号

越事象の克服，解決のための安(かなめ)といえるほど必須の用呉であることをわかりやすく

示す素地を敷いて置きたかったからである。

11. r認識枠組Jの必要性と意味

1. 認識枠組の必要性としくみ

前節においてs 学校活性化のための「病理学的アプローチ」は，学校lζ問題事象が生じたば

あい，その原因は何か，問題事象が生起する経路やしくみは何か，それぞれの問題事象は，ど

のような意義を持ち 交互にどのように絡みあっているかを解明する作業である乙とをのべた。

そして，このアプローチからは，問題事象生起の動因や経路および学校の指導展開過程間

の「ずれjや「くいちがしiJが明らかにされ，問題事象易IJ挟の指導過程，問題事象の克服，Wj{決

IcNIl応する「教育力jの発揮と組織化および:illim方策lと関する示唆が得られるとのべた。要す

るに対象に関する構造的認識の獲得である。乙れら， r病理学的アプローチjにかける可能性

と期待はそのまま学校経営研究にかかる期待と要望でもある。

学校経営研究が，このような期待と要望をうけとめ，学校の問題事象解決へ寄与するための

作業課題は，まさに対象としての学校経営事象lζ関する構造的認識の獲得である。そして乙の

課題は大きく二つに分けて考えられる。その一つは対象としての学校経営事象に対する多角的

な分析と解明の段階であり，それに続く解明結果の「理論Jとしての結晶化の段階である。
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表 1 教育経営理論形成の過程
(朴， 1984) /19 

i没 Ilj当 i;5' ill!J類 型
fキト型 r~liJ Iと 「グ 1)フィスj 「ハーンjの

よる活動系列 α〉ノマラ夕、イム ノfラダイム

1. 認識論的 教育経常事象 (1) 認識枠組の 祝日E 現在の珂!論におけ

解明の段階 の認識活動 )f:;Ji文とそれlζ る問題点の索I:U

( epistemic もとつく対象 2. 研究者の価値志向

activi ty ) の考究 の{i'{1i認

3. 適切なf!l!論モデル

の選定

4. 適切な慨念枠のUl~J

発

2 観察にもと

づく記述

(2) 教育経営事 3 概念、の異像

象の概念系化 イヒ
母 ・・・ a ・・・ー.晶" ~ - --・

2. 認識結果 理論形成の操 (3) 基本的命題 4. 概念の統合 5 仮説の設定

構造化の段 作的活動 の設定 イヒ 6. 仮説の検証

11皆 ( manipula-

tive aetivi ty) 

(4) 理論の構築 5. 理論 7. f里論のJf;J~

と継続的検討 8. J望論の実~îE

修正 と検討

9. 実践への活用

表 iは3 教育経営研究，すなわち教育経営研究への病理学的アプローチの過程を二つの段階に

分けて類型枠を設定しそれに立って筆者を含めた 3人の研究者の理論形成にかかわる活動系

列を整理，提示したものである。乙れで見れば、，いづれも，病理学的アプローチの最初の探究行

為が「認識枠組Jの設定になっている。朴(認識枠組)，グリアイス(視座)，ハーン(1. 2.)で

ある。これは研究主体が，対象としての教育経営事象をうけとめ，操作する受入口が「認識枠

組Jであり，その関門を通ることで，研究主体独自の認識結果が結晶化されるということにな

る。このばあい「認識枠組Jの如何によって認識結果が変るという乙とが論議の的なのである。

2. 認識枠組の意味

村上陽一郎は， I暗黒の中で赤色光線をあてたときと黄色い光線をあてたときとで見える限

界の有様が異なるよう iC.... (中略)ある理論を使って見える事実の世界と別の理論を使って見

える事実の世界とは様子が違うのである」とのべ，事象を考察する視点が異なると見える物自

体も異なる乙とを示唆している。

乙のような対象をとらえる視角や視陸は，研究主体にそなわる神経生理的，心埋的， I構え

( set ) Jとされる。人間主体の認知埋解における「構えJは遺伝的生理的要因，学習の結果
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情緒4の性i古L宗教的教liP:，信条，価値観，社会文化的背景などが影響しこのような諸要因は対

象としての事象の認識を限定する前提条件となる。認識枠組の定義として筆者はかつてつぎの

ように記述した。

知的活動一般において人間主体が諸事象を認識する基本的立湯や視角を意味するもので対
主主(11)

象考察における一連の前提的構凶である。

乙乙での基本的立場や視角とは先にあげたように研究者がある事象のどの部分をし 1かにとら

え，また531Jの部分をいかにしてはぶくかという認識に際しての「選びJ万を成立させる規定要

件を意味する。また「対象考察における一連の前提的構図Jとは，対象考察において認識主体

にそなわる認知的枠組を意味するものである。

国. r認識枠組」の機能と構造

1. 認識枠組の機能

認識枠組はし可うなれば経験世界という「呉象の世界」と「国論j という「抽象の世界jをつ

なぐ架橋の役割をはだすものといえる。その他，主なはたらきをあげて見る乙とにする。

その一つの機能として，対象としての学校経営事象から綴過厳選するはたらきがある。すな

わち研究者としての人間主体が学校経営事象のなかから理論形成につながる典型的な素子とし

ての有用な情報や知織を諸過しうる漉過機能jを持つという乙とである。

第 2の機能として，呉体的な事象から典型的な知織を減、過するという点で「抽象化Jの起点

としての役割をはたすということである。学校経営事象の第一次抽象は f概念系jであり，第

2次の抽象は「命題J，第 3次の抽象によって理論が形成される乙とになる。

第 3の機能として一連の断片的事象あるいは典型的事例から総合的な心像を形成する「総合

化」のはたらきを持つ 第 4の機能としては事象をその特質ιそって分類，定置する「分類機

能Jがある。たとえば「ゲッツエル(Getzel， ]. W )が，その認識枠組によって経営行為を

「役割J ( role) Jと「性格(peτsonal ity ) J IC分類，区分した乙となどが見られるが，理論

はそのような分類モデルから導出されるのである。

以上のように「認識枠組Jは「経験世界J i具象自界Jの諸事象をとらえ，上のような機能

をもって操作する乙とで抽象化された高次元の知的構造体である「理論J形成を媒介する。

2. 認識枠組の構造

「認識枠組j とは上でのべたように人間主体がある事象を認知，理解する Kあたって発動さ

せる ζ とになる生理感情的，精神心理的「構えJであるとのべた。乙のような事象認識の基台

である i認識枠組Jの属性や構造を紙面の関係もあるので簡単に概括することにしたい。 i認

識枠組Jを構成する基本的属性としては第ーに，対象を展望する視野や立場を意味する「視点

( poimt of view ) J第 2にそのような視点にたってある一連の事象を構造的に考察する基台
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としての「枠組(F ramework ) Jそして第 3IC対象である事象をより統合的に担握するにお

いて鍵となる主体が保有する「概念(concept ) Jがあ(ずられる。乙れら 3つの属性は，それ

ぞれが分離，孤立した属性としてではなく「認識枠組jの相互連関を持つ特質，あるいは同じ

属性において比較的コ明示的な次元や側面を示したにすさない。

おわりに

以上，学校経営研究における基本的な，対象認識の視角を「認識枠組Jとしてとらえ，その

意味，必要性，機能と構造などを概括した。

学校経営学は，まだ発麗途上といえる学問であり，その中心課題としての理論形成には幾多

のこえるべき課題や問題がひかえている。今後，乙の分野における一層の研鎖を期したい。そ

して実際の学校経営事象をふまえた「理論」形成の実践過程を集約，展開して見る乙とにしたい。
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